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投資・財務局 からの メッセージ  

9 月はトルコ にとって 決定的な時期となりました。 強靭な経済、積極的 な外交、 そして 投資アジェンダ

が、 幅広い分野にわたり 世界舞台で結集したためです。  

第 81 回国連総会（ UNGA 81 ） において、 レジェップ・タイイップ・エルドアン 大統領は、世界の平和、

正義、 そしてより 包括的な国際秩序に対するトルコ の長期的なコミットメント を再確認しました。 大統

領はまた、 トルコ が今年 11 月にアンタルヤ で COP31 を主催することを 発表しました。これは、 新た

な外交的公約を掲げることから、 既存のコミットメント を現場での具体的な行動に移すことへと 焦点を

シフト させる「 実行の COP」 にすることを 目指しています。  

UNGA 81 の開催期間中、 ニューヨーク では一連のハイレベルイベント が開催され、 投資の原動力とし

てのトルコ の役割の高まりが 強調されました。 第 19 回トルコ 投資会議では大統領円卓会議が開催され、

レジェップ・タイイップ・エルドアン 大統領は米国の主要投資家と 面会し、 戦略的産業における 潜在的

なパートナーシップ について 議論しました。 同会議では「 トルコ の経済見通しと 投資機会に関する円卓

会議」 も 開催され、 同国の長期的・中長期的 な経済見通しと 分野別の投資機会が取り 上げられました。  

一方、「 グローバル・ テュ ルクス ・ニューヨーク・フォーラム」 には、 世界中から トルコ 人の専門家、起



 

業家、学者、 ビジネスリーダー が集まり、 交流し、 アイデア を交換し、 新たな 機会を探求しました。 グ

ローバル・ テュルクス 財団が主催したこの フォーラム は、 トルコ と 世界中のトルコ 人ディアスポラ との

つながりを 促進し、さまざまな 分野における トルコ 人の功績と 国際的な影響力を強調しました。  

国内では、 イルマズ 副大統領が今月初めにトルコ の中期プログラム（ 2027 -2029 年） を発表し、 今後

3 年間の同国の経済ロードマップ を提示しました。 同プログラム は、 持続可能な成長と 並んでディスイ

ンフレ と 物価の安定を優先しており、 2029 年までに GDP 成長率が 5 ％に達すると 予測されています。  

テクノロジー の分野では、 イスタンブール で初となる「 GITEX AI トルコ」 が開催され、 同国での初開

催を記念しました。 投資・財務局 が主催し、 産業技術省との 戦略的パートナーシップ のもとで 開催され

たこの イベント には、 70 カ 国から 300 以上の出展者やスタートアップ 企業が集まり、 トルコ をテクノ

ロジー、イノベーション、 人材、資本 の成長拠点として 位置づけました。  

多忙なスケジュール のなか、 投資・財務局 は「 20 年の卓越性」 キャンペーン を継続し、 ソウル でハイレ

ベルレセプション を開催して、 世界のビジネスコミュニティ にトルコ の外国直接投資（ FDI ） の歩みを紹

介しました。  

9 月には、 トルコ に対する国際的な関心の継続を反映するいくつかの 主要な投資発表もありました。 ネ

ットフリックス は 100 億トルコリラ の投資計画の完了を発表し、 クリエイティブ 産業における トルコ

の強まりゆく 力を強調しました。  

デジタルインフラ 分野では、 ボーダフォン・トルコ と EDGNEX がイズミル に 1 億米ドル のデータセン

ター を建設する計画を発表し、 エクイニクス はイスタンブール で 3 カ 所目となる データセンター を開設

しました。  

先を見据えると、 COP31 の開催まであと 数週間となりました。 サミット に向けた準備として、 当局は

イスタンブール 気候金融サミット の傍らで、 決済エコシステム、 調整された 市場インフラ、イスラム 金

融をテーマ に、 気候金融に関する 3 つのハイレベルセッション を開催しました。  

これらの 取り 組みを通じて、 投資・財務局 はテクノロジー、イノベーション、 資本の結節点としての ト

ルコ の地位を強調し 続けました。 経済の強靭さ、 強力な産業基盤、 そして 競争力のある インセンティブ

枠組みに支えられ、 トルコ は人材、 テクノロジー、 資本が結集して 長期的な価値を創造するエコシステ

ムの構築を続けています。  

 

A・ ブラク・ ダールオール  投資・財務局長   

 

 

 



 

 

レジェップ・タイイップ・エルドアン 大統領、 トルコ・ 米国ビジネスコミュニティ と ニュ

ーヨーク で面会 

レジェップ・タイイップ・エルドアン 大統領は、 第 81 回国連総会の傍ら ニューヨーク で開催された 第

19 回トルコ 投資会議の期間中、 トルコ・ 米国のビジネスコミュニティ の主要な代表者らと 数回にわた

り 面会しました。  

エルドアン 大統領は、 対外経済関係委員会（ DE İK） のトルコ・ 米国が共同主催する投資会議の大統領円

卓会議の議長を務めました。 ビジネス・カウンシル（ TA İK） および 米国商工会議所の米・ トルコ・ビジ

ネス・カウンシル（ USTBC ） が、 トルコ・ハウス（テュルケヴィ） で開催されました。 円卓会議には、

オメル・ボラト 貿易大臣、 ハカン・フィダン 外務大臣、 アルパルスラン・バイラクタル・エネルギー 天

然資源大臣、 ムラト・クルム 環境都市化気候変動大臣、 メフメト・シムシェキ 財務大臣、 メフメト・フ

ァティ・カジュル 産業技術大臣、投資・財務局 の A・ ブラク・ ダールオール 局長、 トルコ 共和国中央銀

行のファティ・カラハン 総裁、米国 EXIM ジョン・ヨヴァノヴィッチ 総裁、駐 ワシントン・トルコ 大使

のセダト・オナル 氏、駐 トルコ 米国大使トーマス・ J・ バラック 氏、 DE İK のネイル・オルパク 会長、

DE İK/TA İK のムラト・オズイェイン 会長、米国商工会議所米・ トルコ・ビジネス・カウンシル（ USTBC ）

のハムディ・ウルカヤ 会長、 および フォーチュン 100 企業を代表する上級幹部が出席しました。  

エルドアン 大統領は、 進化する世界経済の状況に注目し、 地域のサプライチェーン、 貿易ルート、 投資

フロー、 復興努力、 ハイテク 分野を再形成すると 予想される 大きな 変革を強調しました。 大統領は、 企

業がサプライチェーン や投資の決定を下す際に、 コスト 効率だけでなく 回復力や安全性をますます 重視

するようになる 中での、 トルコ の競争力のある 地位を強調しました。  

エルドアン 大統領はまた、 主要な地域貿易回廊の結節点における トルコ の戦略的地位を強調し、 地域の

復興プロジェクト によって 創出される 機会と、 トルコ の建設セクター の広範な能力と 国際的な経験を強



 

調しました。 大統領は、 トルコ の防衛産業および ハイテク 産業の成長の可能性を強調し、 同盟国の供給

の安全性に貢献する同国の能力を強調しました。また、 投資を誘致し、 国際的な投資家が世界的および

地域的な変革から 生じる 新たな 機会を活用できるようにするための トルコ の取り 組みを強調しました。  

エルドアン 大統領は、トルコ の投資支援エコシステム にも 注目し、 ビジネスコミュニティ に対し、 投資・

財務局の米国支局と 連携するよう 呼びかけました。「 当国の在外公館、特 にワシントン と ニューヨーク

にある 投資・財務局 は、いつでも 皆様を支援する準備ができています」  

大統領円卓会議の後、代表団 はまずシティグループ が主催する「 トルコ の経済見通しと 投資機会に関す

る円卓会議」 に出席しました。この 会議には、 メフメト・シムシェキ 財務大臣、 トルコ 共和国中央銀行

のファティ・カラハン 総裁、 DE İK のネイル・オルパク 会長、投資・財務局 の A・ ブラク・ ダールオール

局長、 DE İK/トルコ・ 米国ビジネス・カウンシル（ TA İK） のムラト・オズイェイン 会長、 シティ のパブ

リックセクター・バンキング 担当グローバルヘッド である ステファニー・フォン・フリーデブルク 氏、

および 米国の主要投資会社の代表者らが 出席しました。  

議論は、 トルコ の長期的・中期的 な経済見通し、 成長目標、生産性 の向上、物価 の安定、 そして ディス

インフレ 過程における 財政規律の役割に焦点を当てました。  

参加者はまた、 トルコ の強力な生産インフラ、 戦略的な立地、物流 の接続性に加え、 先端製造業、 グリ

ーン・デジタル 変革、防衛・航空宇宙、 ヘルスケア、 観光、物流 など、 高付加価値セクター における 投

資機会を強調しました。  

2 日目の午前中には、 米国ビジネス・ラウンドテーブル（ ATBR ） および アトランティック・カウンシル

との 協力のもと、 フランクリン・テンプルトン が主催するエネルギー・ラウンドテーブル 会議が開催さ

れました。  

この 会議には、 アルパルスラン・バイラクタル・エネルギー 天然資源大臣、 トルコ 大国民議会の産業・

貿易・ エネルギー・ 天然資源・情報技術委員会 のムスタファ・ヴァランク 委員長、 DE İK のネイル・オル

パク 会長、 DE İK/トルコ・ 米国ビジネス・カウンシル（ TA İK） のムラト・オズイェイン 会長、 および 米



 

国のエネルギー 企業の幹部らが 一堂に会しました。  

同日の午後、第 19 回投資会議のメインセッション には、 メフメト・シムシェキ 財務大臣、 オメル・ボ

ラト 貿易大臣、トルコ 共和国中央銀行の M ・ ファティ・カラハン 総裁、 DE İK のネイル・オルパク 会長、

DE İK/トルコ・ 米国ビジネス・カウンシル（ TA İK） のムラト・オズイェイン 会長、 シティ のパブリック

セクター・バンキング 担当グローバルヘッド である ステファニー・フォン・フリーデブルク 氏に加え、

100 名を超える 機関投資家、 ファンドマネージャー、 米国の主要金融機関の代表者らが 参加しました。  

参加者は、トルコ の金融政策、インフレ 見通し、 ディスインフレ 過程に関する見解を共有し、 財政規律、

政策の継続性、経済 の回復力、生産性 の向上、 そして 同国の投資の可能性について 議論しました。  

数日間にわたる プログラム は、 投資コミュニティ からの 力強い関与をもって 締めくくられ、 二国間貿易

額 1,000 億米ドル という 共通の目標に向け、 トルコ と 米国の経済関係を深化させ、 投資パートナーシ

ップ を拡大する可能性が強調されました。  

各セッション を通じて、 参加者はトルコ の主要な経済セクター 全体で協力を強化し、 投資を促進するた

めの機会を探りました。  

 

 



 

 

レジェップ・タイイップ・エルドアン 大統領、国連総会 2026 で世界の安定、安全保

障、技術 を 強調 

レジェップ・タイイップ・エルドアン 大統領は、 9 月 22 日の第 81 回国連総会（ UNGA ） 一般討論初日

にニューヨーク で世界の指導者らに 向けて演説し、 トルコ の成長する防衛産業、強靭 な経済、地域 プロ

ジェクト を強調するとともに、 トルコ が今年 11 月にアンタルヤ で COP31 を主催することを 発表しま

した。  

レジェップ・タイイップ・エルドアン 大統領は、 拡大する所得格差に注意を向け、 共同開発、連帯、連

結性に基づく 新しい パラダイム を提案しました。 大統領は、 道路、貿易、 エネルギーネットワーク、 共

同生産を通じて 結ばれた社会は、 最終的に平和と 安定も 共有することになると 主張しました。この 文脈

において、 大統領はトルコ がイラク と 推進している 戦略的な輸送・ エネルギー 構想である「 開発の道」

プロジェクト や、 最近設立された パキスタン および サウジアラビア との 防衛同盟を指摘しました。  

技術に関して、 レジェップ・タイイップ・エルドアン 大統領は、 人間中心のアプローチ と 人工知能に関

する 共通の国際的な法的枠組みを求めました。 大統領は、 技術的分極化と デジタル 覇権が国際システム

にリスク をもたらし、 害を及ぼす可能性があると 警告し、 国連の人工知能に関する国際条約の策定を加

速するよう 求めました。  

トルコ の成長する防衛産業の地域的な重要性に言及し、 レジェップ・タイイップ・エルドアン 大統領は

次のように 述べました。「 成長する防衛産業と 強靭な経済のおかげで、 トルコ は近隣の紛争の中にあって

も 安定の島であり 続けています。 欧州の不可欠な一部として、 我が国は欧州大陸の福祉と 安全を確保す

る上で重要な役割を担っています。 トルコ を安全保障の枠組みから 排除した 場合、 欧州がより 強く、よ

り 安全になることはあり 得ません」  



 

大統領はまた、 7 月初旬にアンカラ で開催された NATO 首脳会議を振り 返りました。これは トルコ が同

盟の指導者たちを 歓迎した 2 回目の機会であり、 共通の安全保障に対する同国のコミットメント の具体

的な証明であると 述べました。 東方を見据え、 大統領は「 アジア 再発見イニシアチブ」 がトルコ と アジ

ア太平洋地域との 関係を深めており、 ASEAN との 関係が対話パートナーシップ へと 格上げされたこと

がその具体的な成果であると 語りました。  

気候危機に注意を向け、 エルドアン 大統領は、 トルコ が今年 11 月にアンタルヤ で COP31 を主催する

ことを 想起し、 オーストラリア との パートナーシップ を通じて 発展させた 気候正義が特に重視されてい

ると 述べました。 サミット に向けた抱負を概説し、 大統領は「 我々は COP31 を、 財政的コミットメン

ト が果たされ、 技術移転が加速され、 約束が具体的なステップ へと 変換される『 実行の COP』 にするこ

とを 目指しています」と 述べました。  

 

 

 



 

 

トルコ が 2027 ～2029 年の中期プログラム を 発表 

財務省が戦略予算庁と 協力して 作成した トルコ の 2027 ～2029 年向け中期プログラム（ MTP ） が、 9

月 6 日付の官報に掲載されました。  

ジェヴデット・ ユルマズ副大統領は、 アンカラ での包括的なプレゼンテーション の中で新プログラム を

紹介し、その マクロ 経済政策、目標、優先事項、 ならびに 公的歳入、歳出、借入 の枠組みを概説しまし

た。  

2023 年以降に達成された マクロ 経済の成果を基盤とし、 2027 ～2029 年の中期プログラム は、持続可

能な成長、生産性、雇用、経済的 レジリエンス を支援しつつ、 ディスインフレ のプロセス を継続し、 恒

久的な物価安定を達成することに 主眼を置いています。  

ユルマズ副大統領は、 近年の地政学的動向が世界経済に与える 影響に加え、 外部需要の弱まりや 商品価

格の高騰により、 政府は 2026 年の予測をいくつか 修正せざるを 得なくなったと 述べました。 本プログ

ラム では、 トルコ の GDP 成長率を 2026 年に 3.3 パーセント、 2027 年に 4.2 パーセント、 2028 年

に 4.6 パーセント、 2029 年に 5 パーセント と 予測しています。 名目 GDP は 2029 年までに 2.2 兆米

ドル に達し、 一人当たりの 所得は約 25,000 米ドル に上昇すると 予測されています。  

本プログラム では、 年末のインフレ 率が 2026 年に 28.4 パーセント、 2027 年に 21 パーセント、

2028 年に 13.5 パーセント、 2029 年に 9 パーセント まで 低下すると 予測しています。これらの マク

ロ経済目標と 並行して、 中期プログラム はプログラム 期間中に 210 万人の雇用を創出し、 失業率を 8 パ

ーセント 未満に引き 下げることを 目指しています。 ユルマズ副大統領は、これは 経済成長だけでなく、

労働市場改革や積極的な労働市場政策によっても 支えられるだろうと 述べました。  

ユルマズ副大統領はまた、 グリーン および デジタルトランスフォーメーション が、 トルコ の発展戦略お

よび 第 12 次開発計画の重要な構成要素であると 強調しました。 同氏は、グリーン 経済における 進展は、

経常赤字の削減と 国内能力の強化を通じて マクロ 経済の安定に寄与し 得ると 同時に、 トルコ の長期的な

カーボンニュートラル 経済目標を支援するものであると 指摘しました。  



 

中期プログラム はさらに、 トルコ のグリーン および デジタルトランスフォーメーション の目標に沿って、

供給の安全性を強化し、 対外依存度を低減し、 強力な研究開発要素を持つ投資を支援するための 戦略的

イニシアチブ を導入しています。 投資インセンティブ 制度は今後ますます プロジェクト 志向のアプロー

チを採用し、 国家による 支援も 優先分野における 国内能力を通じた 重要部品の生産を対象としていきま

す。さらに、 ブランディング、 認証、 および 電子商取引のインフラ を支援する 措置は、 地場産品のグロ

ーバルな輸出市場における 商業化を促進するのに 役立ちます。  

ユルマズ副大統領はまた、 トルコ の経済関係は、 物品貿易だけでなく、 サービス、 観光、金融投資、 お

よび 外国直接投資（ FDI ） を通じて 評価されるべきであると 強調しました。  

 



 

 

トルコ はグリーン 転換のために 30 億米ドル 以上の動員を 目指す 

メフメト・ファティ・カジュル 産業技術大臣は、9 月22 日に米国で開催された 第81 回国連総会（UNGA ）

のサイドライン における 持続可能な公共調達に関する ハイレベルフォーラム において、 トルコ のグリー

ン転換政策、国際的 な資金調達メカニズム、 および 人工知能への投資目標の概要を説明しました。  

フォーラム で演説した カジュル 大臣は、 公共調達が市場の形成、 イノベーション の奨励、 および 投資決

定への影響において 重要な役割を果たすことができると 強調しました。 同氏は、 トルコ が 2053 年のネ

ットゼロ 目標に沿って、 産業および 技術政策の重要な優先事項として グリーン 転換を 位置づけており、

産業部門全体での移行を支援するためにさまざまな 金融商品やインセンティブ を導入していると 指摘し

ました。  

これらの メカニズム により、 30 億米ドル 以上の投資が動員される 見込みです。 並行して、 世界銀行と 協

力して 実施されている 3 つのプロジェクト は、 総額 10 億米ドル の価値があり、 資源効率と イノベーシ

ョン を支援しています。  

国際的な資金調達メカニズム も、 トルコ のグリーン 転換の取り 組みに貢献しています。 欧州復興開発銀

行（ EBRD ）、 国際復興開発銀行（ IBRD ）、 および 国際金融公社（ IFC ） と 協力して 設立された トルコ 産業

脱炭素化投資プラットフォーム は、 2030 年までに 50 億ユーロ 以上の融資を提供することを 目指して

います。  

カジュル 大臣はまた、 新興技術を支援するための トルコ の市場形成政策を強調し、 レジェップ・タイイ

ップ・エルドアン 大統領が発表した 国家人工知能アクションプラン（ 2026 ～2030 ） は、 認識、活用、

生産、 ガバナンス という 4 つの柱を中心に構築されており、 人間中心で信頼できる アプローチ に従って

いると 述べました。  

大臣は、 トルコ がイノベーション を促進するために 公共調達を活用しており、 公共投資プログラム 予算

の少なくとも 2 パーセント を人工知能プロジェクト に向けることを 目標としていると 付け加えました。

この イニシアチブ は、 革新的なソリューション を試験的な適用から 拡張可能な市場対応技術へと 移行さ

せることを 加速し、 グローバル 市場における 競争力を強化するように 設計されています。  

カジュル 大臣はまた、 トルコ の拡大するクリーンエネルギー 製造基盤を指摘し、 同国が毎年約 8 GW の

太陽光および 風力発電容量を追加しており、 欧州最大の太陽光パネルメーカー であり、 風力タービンメ



 

ーカー のトップ 5 に入っていると 述べました。 大臣は、 トルコ は持続可能な産業変革を推進し、 世界の

取り 組みを支援するために 政府、国際機関、民間部門 と 協力することに 引き 続き取り 組んでいると 述べ

ました。  

 

 

 



 

 

シムシェキ 大臣： トルコ と 米国はこれまで 以上に互いが必要 

メフメト・シムシェキ 財務大臣は、 2026 年 9 月 9 日にアンカラ の米国大使館で開催された アメリカ 独

立 250 周年記念レセプション に出席しました。 シムシェキ 大臣は挨拶の中で、 地政学的な不確実性の

高まり、 世界経済の分断、 そして 根深い構造的課題の時代において、 トルコ と 米国はこれまで 以上に互

いを 必要としていると 述べました。  

米国憲法が 2 世紀以上にわたって 有効であり 続けていることに 言及し、 シムシェキ 大臣は、 時間をかけ

て築かれた重要な資産としての 整合性と 安定性の重要性を強調しました。 二国間関係が 1830 年の通商

航海条約にまで 遡ることを 想起し、 大臣は、 両国間の正式な外交に先立って 貿易があったと 指摘しまし

た。 大臣はまた、 トルコ が NATO に加盟する 2 年前の 1950 年に、 トルコ と 米国の兵士が朝鮮半島で

肩を並べて戦ったことにも 言及しました。  

レジェップ・タイイップ・エルドアン 大統領と ドナルド・トランプ 米大統領がアンカラ での NATO サミ

ット の合間に行った 会談に触れ、 シムシェキ 大臣は、 両国関係は過去 10 年間いくつかの 課題に直面し

てきたものの、 両国が関係強化を模索する中で、 現在は新たな 勢いを 見せていると 述べました。  

シムシェキ 大臣は、 トルコ と 米国がシリア の安定や地域の平和と 安全保障を含む問題で協力していると

指摘し、 安全保障を超えたより 広範な協力の可能性を強調しました。 大臣は、 両国が 1,000 億米ドル

の二国間貿易目標を設定しており、 貿易額はすでにこの 数字の 3 分の 1 を超え、 概ね均衡を保っている

と 述べました。 目標の実現可能性について、 大臣はトルコ の EU および 米国との 貿易額の大きな 違いを

指摘し、 地理的な近接性と 関税同盟がその格差の一部を説明しているものの、すべてではないと 述べま

した。 大臣は、 エネルギー、テクノロジー、 防衛産業、 そして 強靭なサプライチェーン を、 協力拡大の

大きな 可能性を秘めた分野として 挙げました。  



 

 

シムシェキ 大臣は、すでに 2,400 社以上の米国企業がトルコ で活動していると 付け加え、 ダイナミック

な市場、熟練 した 労働力、強力 な製造インフラ、 そして ヨーロッパ、アジア、 中東、 アフリカ へのアク

セス に支えられ、 購買力平価で世界第 11 位の経済大国であるという トルコ の地位を強調しました。 大

臣は、 トルコ がマクロ 経済の安定強化、予測可能性 の向上、 ルールに基づく 枠組みの強化、 そして 投資

家が長期的なコミットメント に対してより 大きな 信頼を 持てるよう 投資環境の改善に注力していると

述べました。 大臣はまた、 トーマス・バラック 駐アンカラ 米国大使が二国間関係に新たな エネルギー と

建設的な精神をもたらしたことを 称賛しました。  

 

 

 



 

 

GITEX AI トルコ が世界のテクノロジー および 投資のリーダー と 共にイスタンブール で

初開催 

世界有数のテクノロジー および 人工知能イベントネットワーク のトルコ 版初開催となる「 GITEX AI ト

ルコ」 が、 9 月 9 日から 10 日にかけて イスタンブール・エキスポ・センター で開催されました。  

投資・財務局 が主催し、 産業技術省が戦略的パートナー として 協力したこの イベント には、 世界中から

スタートアップ 企業、投資家、 テクノロジー 企業、政策立案者 が集まりました。  

70 カ 国から 300 社以上の企業やスタートアップ、 150 人のグローバルスピーカー、 そして 総額 1,000

億米ドル を超える 資産を運用する 100 人以上の投資家がこの 2 日間のイベント に参加し、 数千人の来

場者を迎えました。  

Google Cloud 、 HPE 、 NVIDIA 、 ASUS 、 Dell Technologies 、 Huawei 、 SAP などの グローバルテクノ

ロジー 企業が参加したほか、 Colendi 、 Vispera 、 Saha Robotics 、 WASK 、 TechSign など、「 Turcorn 

100 」プログラム の支援を受ける 企業も 自社の技術を披露しました。  

イベント で登壇した メフメト・ファティ・カジュル 産業技術大臣は、 人工知能の分野で主要国の一角を

占めるという トルコ の野心について 強調しました。 カジュル 大臣は、 トルコ の拡大するイノベーション

エコシステム に触れ、 トルコ が 1,700 の研究開発センター を設立し、 115 のテクノパーク で 13,000

社以上の企業を支援していると 述べました。  



 

 

大臣はまた、 公的ファンド・オブ・ファンズ の仕組みがスタートアップエコシステム のために 28 億米

ドル を動員したこと、また 最近発表された ベンチャーキャピタルファンド への 3 億米ドル の割り 当てに

より、 7 億 5,000 万米ドル 以上の追加資金が創出される 見込みであると 述べました。  

一方、投資・財務局 の A・ ブラク・ ダールオール 局長は基調講演の中で、 トルコ が地理的な架け橋から、

製造、研究開発、物流、 テクノロジー、 起業家精神における 地域のハブへと 変貌を遂げたことを 強調し

ました。  

「 20 年前、トルコ はアジア と ヨーロッパ を結ぶ架け橋として 認識されることが 多かったのです。 今日、

トルコ はこの 地域のハブとなっています」と ダールオール 局長は語りました。「 今後数十年にわたる 我々

の野望は、 世界的な経済大国になることです。 大陸の結節点という 我々の位置に加え、 トルコ の才能、

回復力、 そして 強力な投資環境は、 AI が世界経済を再形成する中で、 我々が競争力を維持するための 強

力な基盤となります」と ダールオール 氏は述べました。  



 

 

「アイデア から インパクト へ： トルコ のイノベーション 経済における 女性の力の解放」 セッション にお

いて、 女性と 民主主義財団（ KADEM ） の理事長である スメイイェ・エルドアン・バイラクタル 氏は、 AI

時代における 女性の役割と 人間中心のイノベーション について 演説しました。  

投資・財務局 のギョクハン・ユジェル 広報部長は、 GITEX AI トルコ を「 トルコ を通じて アイデア、 資

本、才能、技術 を結びつける 新しい プラットフォーム」 の始まりであると 表現しました。 同氏はまた、

「クリエイティブ 産業の再構築： AI がスタジオ に入ると 何が起こるのか？」と 題された パネルセッショ

ンのモデレーター を務め、 AI がどのように クリエイティブ なプロセス、 制作モデル、 そして クリエイテ

ィブ 産業の未来を再形成しているかを 探求しました。  

第 1 回 GITEX AI トルコ は、 技術、投資、起業家精神 に関する世界的な議論の中心にトルコ を据え、 同

時に国際的なパートナーシップ と 投資のための新たな 道を切り 開きました。 次回の GITEX AI トルコ

は、 2027 年 9 月 15 日〜16 日に開催される 予定です。  



 

 

 

 



 

 

グローバル・ テュルクス ・ニューヨーク・フォーラム でトルコ の投資エコシステム が注目

される  

投資・財務局 は、 メタ 社のニューヨーク 本社で開催された グローバル・ テュルクス 財団ニューヨーク・

フォーラム に参加し、 300 名を超える ビジネスリーダー や専門家が一堂に会しました。  

メフメト・ファティ・カジュル 産業技術大臣と オメル・ボラト 貿易大臣が光栄にも 出席されたこの フォ

ーラム では、「 グローバル・ テュルクス ・パー・エクセレンス・フェーズ II 」 調査の開始が発表され、 投

資・財務局 がそのスポンサー を務めました。  

投資・財務局 の A・ ブラク・ ダールオール 局長はフォーラム で演説を行い、 トルコ の専門家がグローバ

ルなネットワーク、 機会、意思決定 プラットフォーム へアクセス することの 重要性を強調しました。  

ダールオール 局長はまた、「 トルコ の世紀における 投資の原動力」 プログラム を発表しました。これは、

税制、投資 プロセス、 人材、国際資本、起業家精神、 そしてより 広範なビジネス 環境を網羅するインセ

ンティブ と イニシアチブ を結集させるものです。  

閉会の辞の中でダールオール 局長は、 グローバル・ テュルクス 財団が、 業界や地域を超えてトルコ の専

門家と 国際的なビジネスリーダー を結ぶ架け橋となり 得ると 強調しました。 局長はさらに、 投資・財務

局が世界中の主要な国際企業、投資家、 ビジネス 組織と 連携し、 財団のネットワーク と 組み合わせるこ

とで、 トルコ の専門家に具体的な機会を創出し、 トルコ と グローバル なビジネスコミュニティ とのつな

がりをさらに 強化できると 述べました。  



 

 

 

 



 

 

投資・財務局、 ソウル での「 20 年の卓越性」 レセプション で 20 周年を 祝う  

投資・財務局 は、 駐ソウル・トルコ 共和国大使館および 世界知識フォーラム（ WKF ） と 協力し、 ソウル

でハイレベル な投資レセプション を開催し、 世界的な「 20 年の卓越性」 キャンペーン を継続しました。  

トルコ と 大韓民国の投資家、ビジネスリーダー、 起業家、公務員が一堂に会したこの レセプション では、

両国間の経済的パートナーシップ の拡大と、 世界的な不確実性が続く 中での、 強靭で競争力のある 投資

先としての トルコ の地位が強調されました。  

同日、投資・財務局 の A・ ブラク・ ダールオール 局長は WKF トルコ・パネル で講演し、 トルコ の力強

い経済パフォーマンス と 投資の勢いを 強調しました。 局長は、トルコ が 2025 年に欧州で 4 番目に投資

を集めた国となったことに 触れ、 製造業への税制優遇措置、 イスタンブール 金融センター の利点、 そし

て国際投資家に対する同局のワンストップショップ 支援モデルを特徴とする、 新しい インセンティブ の

枠組み「 トルコ の世紀における 投資の原動力」 を紹介しました。  

レセプション の冒頭で、 ダールオール 局長は、 同局の設立 20 周年はトルコ の経済変革のより 広範な成

功を反映するものでもあると 述べました。「 過去 20 年間で、 トルコ はダイナミック な投資エコシステム

を構築してきました。 私たちは、 新しい インセンティブパッケージ の下で、 韓国企業がトルコ と 共に成

長することを 歓迎します」と 述べました。  

駐韓トルコ 大使のサリフ・ムラト・タメル 氏は、 両国の関係が貿易を超えて、 投資、製造、技術 におけ

る長期的な協力へと 進化していることを 強調し、 両国間の強固な信頼関係が将来のパートナーシップ に

向けた重要な機会を生み出していると 付け加えました。  

韓国貿易協会（ KITA ） のユン・ジンシク 会長は、 韓・ トルコ 自由貿易協定の発効以来、二国間貿易 が着

実に成長し、 過去最高の 107 億米ドル に達したことを 強調し、 電気自動車、 バッテリー、バイオテクノ

ロジー、 先端技術を含む戦略的分野でのより 深い協力を呼びかけました。  

 



 

毎日経済新聞のウィ・ジョンファン CEO は、本レセプション を、 投資・財務局 の設立 20 周年と、 2027

年に国交樹立 70 周年を迎える 韓国と トルコ の長年にわたる 友好関係を祝う 有意義な機会であると 評し

ました。  

投資・財務局 は 2006 年の設立以来、国別 のカスタマイズ された 戦略を通じて グローバル な投資家ネッ

トワーク を拡大しており、 現在では専門的なセクターチーム と 14 カ 国に配置された 26 人のカントリ

ーコンサルタント を擁して 活動しています。 2025 年、 トルコ は 131 億米ドル の外国直接投資を誘致

し、 世界有数の投資先としての 継続的な強さを 証明しました。  

 



 

 

DE İK 協議会でトルコ のデジタル 技術投資の可能性について 議論 

対外経済協力委員会（ DE İK） 傘下のデジタル 技術ビジネス 評議会は、 DE İK デジタル 技術ビジネス 評議

会のエルデム・エルクル 会長の議長の下、投資・財務局 の A・ ブラク・ ダールオール 局長、 DE İK のネイ

ル・オルパク 会長、 DE İK のジャネル・チョラク 事務総長が参加し、 協議会を開催しました。  

AI 、 データセンター、 半導体、 サイバーセキュリティ、 次世代デジタルインフラ を中心に世界の投資環

境が急速に進化する中、本会議 では、 高付加価値投資の誘致、技術開発 の促進、 そして グローバル・バ

リューチェーン における トルコ の地位強化に特に焦点を当て、 トルコ の投資ポテンシャル と デジタル 技

術における 新たな 機会について 議論されました。  

議論では、 トルコ のデジタル 技術エコシステム を前進させ、 投資の原動力としての 地位をさらに 強化す

る上で、 官民の強力な協力が重要であることが 強調されました。  

 

 

 



 

 

エクイニクス がトルコ で 3 拠点目となる データセンター を 開設 

エクイニクス は、 イスタンブール において 3 拠点目となる インターナショナル・ビジネス・エクスチェ

ンジ ™ （ IBX ） データセンター「 IL3 」 を正式に開設し、 トルコ の AI 対応デジタルインフラ における 重

要なマイルストーン を達成しました。この イベント には、投資・財務局 のフルカン・カラヤカ 副局長と、

マイケル・ラリー 米国総領事が、 エクイニクス の顧客やパートナー と 共に出席しました。  

イベント 中、 カラヤカ 副局長はトルコ の投資環境に関する戦略的な見解を共有しました。 高密度コンピ

ューティング のワークロード をサポート するように 設計された 新設の IL3 は、 エクイニクス のイスタン

ブールキャンパス にある 既存の IL2 および IL4 データセンター と 完全に統合されており、 10.8 MW の

容量と、 重要なビジネスオペレーション のための途切れることのない 接続性を提供します。  

この 開設は、 トルコ のデジタルインフラ に対する国際的な投資家の信頼が高まっていることを 反映して

おり、 デジタル な未来を推進するテクノロジー の結節点としての 同国の地位をさらに 強化するものです。  

 

 

 



 

 

COP31 を 控え、 トルコ の気候ファイナンス・アジェンダ について 議論 

環境・都市計画・気候変動省 の後援で開催された イスタンブール 気候ファイナンス・サミット には、 気

候ファイナンス、イスラム 金融、 フィンテック のエコシステム 全体から 主要なステークホルダー が集ま

りました。  

COP31 に向けたトルコ の準備の一環として、 投資・財務局 はサミット の傍らで 3 つのハイレベルセッ

ション を開催し、 気候ファイナンス と グリーン 移行のさまざまな 側面に取り 組み、 官民のステークホル

ダー間の対話と 協力を促進しました。  

「気候変動 へのコミットメント をいかにして 行動に移すか： 決済および 電子マネー のエコシステム はい

かに貢献できるか」と 題された パネルディスカッション は、 投資・財務局 と トルコ 決済・電子 マネー 機

関協会（ TÖDEB ） が共同主催し、 投資・財務局 のフルカン・カラヤカ 副局長の挨拶で始まりました。こ

のセッション はまた、 TÖDEB と 欧州決済機関連盟（ EPIF ） との 間の覚書（ MoU ） の署名により、 国際

協力における 重要な一歩を記しました。  

一方、「 グローバル な気候ファイナンス と イスラム 金融における 調整された 市場インフラ の構築と 効果

的な展開」 と 題された パネルディスカッション は、 投資・財務局 と 参加銀行協会が共同主催し、 気候資

本の利用可能性と 効果的な展開との 間の拡大するギャップ に取り 組みました。 世界のイスラム 金融資産

が約 6 兆米ドル に達する中、 この セッション では、 国際的な流動性をプールし、 リスク 軽減を強化し、

資本を銀行融資可能な気候プロジェクト と 結びつけるための、 調整された 市場インフラ の可能性を探り

ました。  

第 2 回グローバル・イスラム 気候ファイナンス・アライアンス（ GICFA ） の円卓会議が、「 COP31 実施

に向けたイスラム 金融の動員」 をテーマ に開催されました。 投資・財務局金融部門長 のタリク・アキン

博士がモデレーター を務めたこの 円卓会議では、 COP31 のアジェンダ、トルコ の持続可能性の視点、

COP31 の目標達成に対するイスラム 金融の潜在的な貢献など、 重要な問題が取り 上げられました。  



 

 

 

 



 

 

トルコ・ドイツ 間のエネルギー 移行協力について 議論 

投資・財務局 は、 ドイツエネルギー 庁（ dena ） および トルコ・ドイツ・エネルギー・ 鉱物パートナーシ

ップ と 協力し、「 トルコ のエネルギー 移行への投資」 ウェビナー を共同開催しました。  

投資・財務局 のカントリーアドバイザー である ファルク・クルトゥルムシュ 氏がモデレーター を務めた

この セッション は、 投資・財務局 のベキル・ポラット 副局長と ドイツエネルギー 庁（ dena ） のクリステ

ィーナ・ハーバーカンプ 代表取締役による 挨拶で始まりました。 両氏は、 エネルギー 移行を推進し、 投

資と 協力のための新たな 機会を創出する上で、 トルコ と ドイツ の継続的な協力が重要であることを 強調

しました。  

この ウェビナー では、 KfW IPEX -Bank トルコ、 Nordex グループ、 Enerjisa 、 dena の視点を結集し、

再生可能エネルギー の資金調達、 トルコ のエネルギーセクター で事業を展開するドイツ 企業の経験、 そ

して トルコ のエネルギー 移行全体における 新たな 投資機会について 検討しました。  

また、この 議論では、 緊密な機関間協力の価値と、 再生可能エネルギー、インフラ、エネルギー 効率、

電力・ ガス 市場、 グリーン 水素、原材料 を 扱う 専門のワーキンググループ の重要性が強調されました。  

 

 

 



 

 

Netflix と 在トルコ 米国商工会議所（ AmCham ） のレセプション でトルコ のクリエイティ

ブ産業が注目される  

投資・財務局 は、 ニューヨーク で開催された Netflix と 在トルコ 米国商工会議所（ AmCham ） 主催のレ

セプション に参加し、 クリエイティブ 産業、 ビジネス 界、公共部門 のリーダー が一堂に会しました。  

レセプション では、 Netflix のコンテンツ 担当副社長ディエゴ・アバロス 氏、在 トルコ 米国商工会議所

（ AmCham ） 会長エムレ・カルテル 氏、投資・財務局 のベキル・ポラット 副局長、 レヴェント・ギュム

リュクチュ 外務副大臣による 挨拶が行われました。  

ポラット 氏は挨拶の中で、 トルコ を物語の結節点として 強調し、 同国の創造的な才能、成長 する制作エ

コシステム、 そして 地元の物語を世界中の視聴者とつなぐ プラットフォーム としての Netflix の戦略的

な役割を強調しました。  

190 カ 国以上の視聴者に届く 90 以上のトルコ 作品と、15,000 人の雇用を支える エコシステム により、

トルコ はクリエイティブ 産業と コンテンツ 制作における 世界的な強国としての 地位を強化し 続けていま

す。  

 

 

 



 

 

テキサス・トルコ・ビジネスフォーラム が二国間の投資関係を 強化 

投資・財務局 と グレーター・ヒューストン・パートナーシップ は、 テキサス・トルコ・ビジネスフォー

ラム を成功裏に開催しました。この フォーラム には、 テキサス の経営幹部、業界 リーダー、エコシステ

ムパートナー が集まり、 テキサス と トルコ の間の高まる 二国間関係を深めました。  

投資・財務局 のベキル・ポラット 副局長はフォーラム でプレゼンテーション を行い、 トルコ の強力なイ

ンフラ、 高度な産業能力、高度 なスキルを持つ人材プール、 そして 投資家をヨーロッパ、アジア、 中東

の主要市場につなぐ 戦略的な接続性を強調しました。  

本プログラム は、 グレーター・ヒューストン・パートナーシップ の欧州・中東・ アフリカ 担当シニアデ

ィレクター である ジェフリー・ブレア 氏と、 投資・財務局 のカントリーアドバイザー である ウール・オ

ズテュルク 氏による 挨拶で幕を開け、 二国間の通商関係強化に向けた共通のコミットメント が強調され

ました。 在ヒューストン・トルコ 総領事館のアフメト・アクンティ 総領事は、 両経済圏の間で拡大する

戦略的ビジョン について 強調しました。  

ラレンデ・ストラテジック・パートナーズ の社長兼 CEO である トゥライ・スピッカー 氏がモデレータ

ーを 務めたダイナミック なパネルディスカッション では、 JSW スチール USA の CEO である ロブ・サ

イモン 氏、 イグニス H2 エナジー 社から 貴重な見解が示されました。 テクニカルアドバイザー のサム・

エイブラハム 氏、 GPI パワーLLC のゼネラルマネージャー である ネジャティ・エフェ・パーカー 氏、 ヒ

ューレット・パッカード・エンタープライズ の副社長である マイク・クチカロフ 氏が登壇しました。 著

名なパネリスト たちは、 両市場における 投資経験、運営上 の利点、 そして 新たに生まれている 機会につ

いて、 直接的な知見を共有しました。  

フォーラム は「 トルコ への投資： 20 年の卓越性」 レセプション をもって 締めくくられ、 両国のエグゼク

ティブ、 投資家、業界 リーダー が一堂に会して ハイレベル なネットワーキング と 対話が行われ、 新たな

パートナーシップ の促進と 二国間協力のさらなる 強化が図られました。  

 

 

 



 

トルコ、 WindEnergy Hamburg で風力エネルギー の投資機会を 披露 

WindEnergy Hamburg 2026 には、 約 100 カ 国から 1,600 社以上の出展者と 43,000 人の業界関係

者が集まり、 世界の風力エネルギー 産業にとって 重要なプラットフォーム となりました。  

トルコ は同展示会に強力なプレゼンス を示し、 投資・財務局 が同国の成長する 再生可能エネルギー 投資

機会を強調するとともに、 国際的な投資家や業界関係者との 対話を行いました。  

ハイライト の一つは、 トルコ 風力エネルギー 協会（ TÜREB ） および 世界風力エネルギー 会議（ GWEC ）

と 共同で開催された「 トルコ 風力エネルギー 投資ロードショー」 で、「 2040 年の新しい エネルギーアー

キテクチャ：トルコ における 風力エネルギー 市場の未来と 投資機会」 をテーマ に行われました。 エネル

ギー天然資源省のザフェル・デミルジャン 副大臣と、 投資・財務局 の官民パートナーシップ 部門長であ

るアリ・カミル・オズメン 氏が、 TÜREB 、 GWEC 、 および 民間セクター の代表者らと 共に開会の挨拶を

行いました。  

議論は、 トルコ の拡大する風力エネルギー 市場、国内 サプライチェーン、 および 陸上・洋上風力発電 に

おける 投資機会に焦点を当てました。  

本プログラム にはハンブルク 港への視察も 含まれており、 トルコ の物流および 輸送インフラ への投資機

会に関する知見が提供されました。  

 

 

 



 

ボーダフォン・トルコ と EDGNEX 、 イズミル に 1 億米ドル のデータセンター を 建設へ 

ボーダフォン・トルコ は、 UAE を拠点とする DAMAC 傘下の EDGNEX データセンター と 提携し、 推定

1 億米ドル の投資でイズミル に高度なデータセンター を設立します。この 新施設は 6 メガワット の容量

を備え、 ティア 3 基準で建設される 予定であり、 高い稼働率、冗長性、 および 耐障害性を確保します。  

この 合弁事業は、ボーダフォン の現地インフラ に関する専門知識と、 EDGNEX のグローバル なデータセ

ンター 能力を組み合わせるもので、 両社にとって 重要な節目となります。 EDGNEX の副会長兼取締役で

ある アキル・アリ 氏は、 イズミル の戦略的な立地と 東地中海全域でのデータセンター 需要の高まりを 指

摘し、 トルコ の成長する西部市場に不可欠なデジタルインフラ を提供する本プロジェクト の重要性を強

調しました。  

ボーダフォン・トルコ のエンギン・アクソイ CEO は、 17 年間で 1,576 億トルコリラ を超える 投資を

行ってきたことに 触れ、 トルコ 経済に対する同社の長年にわたる コミットメント を強調しました。  

耐震設計が施され、 可能な限り グリーンエネルギー 源で稼働するこの イズミル の施設は、 海底ケーブル

のトランジットハブ に近いという 立地を活かし、 欧州、 アフリカ、アジア への強力な接続性を提供しま

す。この キャリアニュートラル なセンター は、 コンテンツクリエイター、 卸売サービスプロバイダー、

災害復旧サービス を必要とする 企業など、 幅広い顧客基盤にサービス を提供することが 期待されており、

代替の地理的ルート を模索する OTT および ハイパースケーラー 事業者にとって、 イズミル を地域のハ

ブとして 位置づけています。  

 

 

 



 

フローレンティア・ビレッジ が 2 億 5,000 万ユーロ の投資でイスタンブール にオープン  

国際基準で開発された トルコ 初の高級デザイナーアウトレット である フローレンティア・ビレッジ が、

イスタンブール で盛大な式典を挙げてオープン しました。 式典には、 アブドゥルカディル・ウラールオ

ール運輸インフラ 大臣、 オスマン・アシュクン・バク 青年スポーツ 大臣、 トルコ 大国民議会のムスタフ

ァ・ヴァランク 産業・貿易・ エネルギー・ 天然資源・情報・技術委員長、 および フルスィ・アカル 国防

委員長が、 ビジネスリーダー や芸術、 スポーツ、エンターテインメント 界の著名人とともに 参列しまし

た。この プロジェクト は、 カリヨン 建設と イタリア を拠点とする RDM フィンゲン・グループ のパート

ナーシップ によるもので、 2 億 5,000 万ユーロ の投資を通じて 実現しました。  

第 1 フェーズ では 65,000 平方メートル の賃貸可能面積をカバー し、 190 の店舗に加え、 ガストロノ

ミーエリア やソーシャルエリア が併設されています。 イスタンブール 空港からわずか 5 分の場所に位置

する フローレンティア・ビレッジ は、 地下鉄で約 25 分でイスタンブール 中心部と 結ばれています。こ

の目的地は世界の高級ブランド を一堂に集め、 プレミアムアウトレット と フルプライス の小売の両方を

提供しており、 第 2 フェーズ では総賃貸可能面積が 110,000 平方メートル に拡大される 予定です。  

カリヨン・ホールディング のジェマル・カリヨンジュ 会長は、 フローレンティア・ビレッジ を同社の「 エ

アポート・シティ」ビジョン の礎石であると 述べ、この プロジェクト が 1 億 8,000 万ユーロ の国際資

本をトルコ にもたらしたと 指摘しました。  

RDM イタリア の CEO である ヤコポ・マッツェイ 氏は、 イスタンブール を並外れたエネルギー と 可能性

を秘めた世界都市と 評し、この プロジェクト がフィレンツェ の遺産と デザインアプローチ をイスタンブ

ールの独特な個性と 融合させていると 述べました。  

 

 

 



 

トルコ・ウズベキスタン 間の金融協力がシルクロードフォーラム で強化 

「シルクロード・ファイナンス＆テクノロジー・フォーラム 2026 」 がタシケント で開催され、 政策立

案者、金融 リーダー、 技術革新者が一堂に会し、 国境を越えた 金融システム、デジタル 公共インフラ、

イスラムデジタル 経済の未来を探求しました。  

フォーラム において、 トルコ 共和国大統領府投資・財務局金融部門長 のタリク・アキン 博士は、「 戦略と

能力 - 国家イスラム 金融システム を 構築するために 実際に必要なこと」と 題された ファイヤーサイド

セッション に参加し、 国家戦略の実行においては、 既存の青写真をそのまま コピー＆ペースト するので

はなく、 調整された 段階的なアプローチ を採用すべきであると 強調しました。  

フォーラム のメインプログラム の傍らで、 投資・財務局 はウズベキスタン 共和国中央銀行と ハイレベル

な協議を行い、 参加型金融および 金融技術における 戦略的協力を模索しました。  

同局はまた、 グローバル 金融技術ネットワーク（ GFTN ） と 連携して 一連の対象を絞った 二国間エンゲ

ージメント を実施し、 ウズベキスタン の主要な銀行機関、決済サービスプロバイダー、 および UZCARD

決済システム を含む中核インフラ 運営者と 協議を行い、 国境を越えた 決済接続性、共有金融 インフラ、

および 技術統合を推進しました。  

今回の訪問は、 トルコ と ウズベキスタン 間の制度的絆と 技術的対話を強化する 道を開き、 イスラム 金融

および フィンテック のエコシステム 全体で強靭な枠組みを構築するという 共通のコミットメント を強調

しました。  

 

 

 



 

 

UAE ・ トルコフォーラム、 物流および インフラ における 戦略的協力を 強調 

「 UAE ・ トルコ 物流・ インフラフォーラム」 がイスタンブール で開催され、 政府高官やビジネスリーダ

ーが一堂に会し、 ミドルコリドー の戦略的潜在力や、 物流、 サプライチェーン、 輸送インフラ における

二国間協力について 議論しました。  

投資・財務局 の官民パートナーシップ 部門長である アリ・カミル・オズメン 氏が開会の挨拶を行い、 主

要な東西貿易ルート の交差点における 中心的な接続ハブとしての トルコ を位置づけ、 同国の物流能力を

拡大し 続ける 持続的なインフラ 投資によって 支えられていると 述べました。  

トルコ は物流の結節点としての 地位を強化し 続け、 戦略的な接続性を永続的な国際パートナーシップ へ

と 転換しています。  

 

 

 



 

投資・財務局、 MÜS İAD EXPO 2026 で表彰 

MÜS İAD EXPO 2026 の一環として 開催された 国際ガラディナー には、 トルコ 大国民議会のジェラル・

アダン 副議長および MÜS İAD のブルハン・オズデミル 会長の参加のもと、 トルコ のビジネス 界の著名

な代表者が集まりました。 式典では、 イベント への貢献を称え、 支援組織やスポンサー に感謝の盾が贈

呈されました。  

投資・財務局 を代表して、 広報部長のギョクハン・ユジェル 氏が記念の盾を受け取り、 投資、貿易、国

際協力を促進する取り 組みに対する同局の継続的な支援を再確認しました。  

 

 

 



 

トルコ、アスタナ での CICA 財務サミット に参加 

アスタナ で開催された CICA 財務サミット および CICA 会議の初会合には、 CICA 事務局加盟国の代表

者が集まり、「 CICA 地域における 持続可能な成長のための金融協力の強化」をテーマ に、金融の接続性、

開発金融、持続可能 で包摂的な金融、 および 地域全体のデジタル 金融技術について 検討しました。  

投資・財務局 の金融投資ユニットマネージャー である カーン・マサトチュ 氏は、「持続可能で包摂的な金

融開発の促進」 セッション にパネリスト として 参加し、 民間資本および クロスボーダー 資本の動員、銀

行融資可能な持続可能プロジェクト のパイプライン 開発、 および 各国の持続可能な金融枠組みの比較可

能性の強化に焦点を当てました。  

マサトチュ 氏は、 トルコ のグリーン および 持続可能な金融、 インパクト 投資、持続可能 な金融枠組みの

相互承認における 優先事項を強調するとともに、 2026 年 11 月にアンタルヤ で開催される COP31 ト

ルコ に注目を集めました。  

投資・財務局 は、 アスタナ・ファイナンス・デイズ 2026 の初日にも 参加し、 クロスボーダー 資本、 ト

ークン 化、 エネルギー、 人工知能、企業法 に関する議論を行いました。  

 

 

 



 

Money20/20 中東で紹介された トルコ のフィンテックエコシステム  

投資・財務局 は、 業界をリード する世界的な集まりの 一つである Money20/20 中東において、 フィン

テック 専門家チームが主導する 専用のロードショー を通じて、 同地域の金融テクノロジーエコシステム

と 連携しました。  

リヤド でのロードショー では、 トルコ の急速に成長する フィンテックエコシステム と 投資環境が幅広い

地域のステークホルダー に紹介され、 協力と クロスボーダーパートナーシップ への新たな 道が開かれま

した。  

この 取り 組みは、 トルコ を金融テクノロジー の結節点として 位置づけ、 地域の資本と 専門知識を世界で

最も ダイナミック なフィンテック 市場の一つと 結びつけるという、 同局の継続的な活動に貢献しました。  

 

 

 



 

 

GITEX AI トルコ でグローバル 投資家にワンストップショップ を 紹介 

新たに立ち上げられた「 ワンストップショップ」 は、 GITEX AI トルコ の傍らで、 投資・財務局 および

産業技術省が主催するトルコ・パビリオン にて、 ワンストップショップ・コーディネーター のファティ・

チェリク 氏による 詳細なプレゼンテーション を通じて、 グローバル 投資家、起業家、技術愛好家 に紹介

されました。  

チェリク 氏は、 ワンストップショップ がどのようにして、 合理化された 公共サービス と イスタンブール

金融センター の競争力のある インセンティブ 枠組みを「 投資のためのパワーハウス」スキーム の下で組

み合わせ、 トルコ での投資の旅を通じて 国際的な投資家を支援しているかを 説明しました。  

この 紹介では、 ワンストップショップオフィス とその 役割、同 オフィス に代表される 公共機関、 それら

が提供するサービス と 関連するワークフロー、トルコ における 会社設立手続きの概要、 そして 最後に適

格な IFC 参加者が利用できる インセンティブ 枠組みと 運営上の利点について 取り 上げました。  

 

 

 



 

 

トルコ・エネルギー＆インフラストラクチャー・フォーラム、 投資の優先事項と クリーン

テック 製造を 強調 

年次開催のトルコ・エネルギー＆インフラストラクチャー・フォーラム には、 官民のステークホルダー

が集まり、 太陽光、風力、 エネルギー 貯蔵、送電網 プロジェクト への投資戦略に焦点を当て、 トルコ の

エネルギー と インフラ の変革について 議論しました。  

「実際 に何が建設されるのか： トルコ の太陽光発電＋蓄電における 資本フロー、バンカビリティ、 投資

優先順位」 と 題された パネルディスカッション で、 投資・財務局 のプロジェクトマネージャー である オ

ズカン・オズカルデシュ 氏は、 投資家にとって 規制の予測可能性が極めて重要であると 強調しました。

同氏は、 業界のステークホルダー と 緊密に協議しながら 将来の規制枠組みを策定・実施 することが、 投

資家に優しい 環境を育む上で不可欠であると 指摘しました。  

規制の明確化と 送電網インフラ のリスク が関連当局との 緊密な連携のもとで 対処されていることを 強

調した 上で、 オズカルデシュ 氏は、 EU の炭素国境調整措置（ CBAM ） による 圧力に直面している 重工業

メーカー にとって、 市場リスク を軽減するための 実行可能な代替案として、 蓄電統合型のコーポレート

PPA（ 電力購入契約） を検討できると 述べました。  

YEKA （ 再生可能エネルギー 資源地域）入札 における ローカルコンテンツ 要件は、 戦略的なクリーンテ

ック 部品の国内製造に対する 強力なインセンティブ となっており、 トルコ をこれらの 重要なエネルギー

技術を世界市場へ輸出する拠点として 位置づける 一助となっています。  

 

 

 



 

 

LEAP 2026 でトルコ の投資機会を 紹介 

投資・財務局 は、 サービス 輸出業者協会が組織した トルコ・パビリオン の専用ブース にて、 同地域で最

も 重要な技術・投資 フォーラム の一つである リヤド での LEAP 2026 に参加しました。  

イベント 期間中、投資・財務局 のカントリーアドバイザー である ジュネイト・サリチメン 氏は、 サウジ

アラビア およびより 広範な地域の企業、投資家、機関投資家 に対し、 トルコ の投資環境と 技術主導型セ

クター における 機会について プレゼンテーション を行いました。 議論は、 トルコ の競争力、 ビジネスフ

レンドリー な投資枠組み、そして 同国での事業設立や拡大を目指す企業が利用できる 支援に焦点を当て

ました。  

この 参加により、 サウジアラビア の技術エコシステム に対する同局の関与が強化され、 イノベーション

と デジタルトランスフォーメーション における トルコ と サウジアラビア のステークホルダー 間の協力

に向けた新たな 道が開かれました。  

 

 

 



 

 

投資・財務局 が Climate Week NYC でグリーン 投資の機会を 強調 

投資・財務局 は、 ターナー・コンストラクション・カンパニー がニューヨーク 本社で開催した ハイレベ

ルなエグゼクティブパネル および レセプション「 Invest.Build.Impact. 」 に参加しました。 Climate 

Week NYC の一環として、また COP31 アンタルヤ 開催に向けた取り 組みとして、 本プログラム は在ト

ルコ 米国商工会議所（ AmCham Türkiye ）、 ワールド・クライメート・ファウンデーション、サステナ

ブル・ビジネス COP、 および トルコ・グリーンビルディング 評議会（ ÇEDB İK） との パートナーシップ

のもとで 開催されました。  

この パネルには、 政府、国際 ビジネス、 金融、建築環境 のリーダー が集まり、 気候変動への野心をどの

ように 投資、実行可能 なプロジェクト、 そして 測定可能なインパクト へと 転換できるかについて 議論し

ました。  

ターナー・コンストラクション・カンパニー の欧州・ トルコ 担当国際副社長兼ゼネラルマネージャー で

ある メフメト・サミ・クルチ 氏がモデレーター を務めたこの パネルには、 ターナー・コンストラクショ

ン・カンパニー の最高サステナビリティ 責任者である ジュリア・ギセワイト 氏、米国 グリーンビルディ

ング 評議会の会長兼 CEO である ピーター・テンプルトン 氏、 トルコ・グリーンビルディング 評議会

（ ÇEDB İK） 会長のエムレ・イルジャル 博士、 IFC のグリーン・レジリエントビル 担当グローバルリード

である オミッド・サベリ 氏、 そして サステナブル・ビジネス COP 議長のリカルド・ムッサ 氏が登壇しま

した。  

パネリスト は、 グリーンビルディング 基準、混合金融、官民 パートナーシップ がどのように プロジェク

ト をコミットメント から 実現へと 導くことができるか、また COP30 の教訓をどのように アンタルヤ で

の実行重視のアジェンダ に反映させることができるかについて 議論しました。  

レセプション の際、投資・財務局 は参加者と、 グリーン 建設、持続可能な不動産、再生可能エネルギー、

気候技術における 機会について、また 国際企業が COP31 に向けてトルコ でどのように 立ち位置を確立

できるかについて、 二国間協議を行いました。  

 

 

 



 

MÜS İAD EXPO 2026 が世界のビジネスリーダー を トルコ に集結させる  

世界の貿易、投資、 ビジネス のリーダー たちが、 国際的なビジネス 協力や国境を越えた パートナーシッ

プのための地域有数のプラットフォーム である MÜS İAD EXPO 2026 国際見本市のためにイスタンブ

ールに集まりました。この イベント には世界中から 数千人の参加者が集まり、 新たな 投資と 貿易の機会

を促進しました。  

投資・財務局 は、 本イベント の支援組織として、 国際的な投資、 イノベーション、 持続可能な経済成長

の原動力としての トルコ の地位を強化し、この グローバル な出会いの場に貢献できることを 誇りに 思い

ます。  

 

 

 



 

 

フォーブス 中東ヘルスケアリーダーズサミット で取り 上げられた トルコ のヘルスケア 投

資機会 

投資・財務局 は、 フォーブス 中東ヘルスケアリーダーズサミット のパネルディスカッション に参加しま

した。この サミット には、 UAE および 中東全域から ヘルスケア 分野のリーダー、 投資家、起業家、業界

代表者が集まりました。  

投資・財務局 のカントリーアドバイザー である A・ エムレ・ビュユックルチ 氏が「 資本、 パートナーシ

ップ、リーダーシップ  ― 能力、成長、 インパクト の触媒」 と 題された パネルのモデレーター を 務め、

エミレーツ・ホスピタルズ・グループ のエグゼクティブ・チェアマン である クリスチャン・シューマッ

ハー氏、 アルナディ・ファーマ のチェアマン である モハメド・アル・ナディ 博士がパネリスト として 参

加しました。  

この 議論では、 ヘルスケアエコシステム 全体において、 投資と イノベーション を持続可能な成長と 長期

的なインパクト へと 変革する 上で、 パートナーシップ と 実行力が重要であることが 強調されました。  

トルコ の確立された ヘルスケアインフラ、 拡大するヘルステック および ライフサイエンス のエコシステ

ム、 強力な医薬品・医療機器製造能力、 そして ヘルスケアサービス における 経験の蓄積も、 国際的な投

資やパートナーシップ の機会を提供する分野として 強調されました。  

 

 



 

 

日本企業、 トルコ での投資機会を 模索 

UNIDO 東京投資促進事務所（ ITPO 東京） は、 廃棄物管理および 防災分野で事業を展開する日本企業向

けにトルコプログラム を主催し、 参加者にトルコ のエコシステム を直接調査し、 潜在的なビジネスパー

トナー とつながり、 投資機会を評価する機会を提供しました。  

投資・財務局 のベルチェ・ギョカルプ 氏が同行し、 代表団はカフラマンマラシュ、アンカラ、イスタン

ブールを訪問し、 ビジネスマッチング やネットワーキングイベント を通じて、 TOBB 、 İTO 、 KMTSO な

どの主要機関と 交流しました。  

この プログラム は、 レジリエンス（ 回復力）重視 の分野における 日本からの 投資にとって、 持続可能性

の結節点としての トルコ の魅力を高めるものとなりました。  



 

 

AIM コングレス 2026 で強調された トルコ のニアショアリング の可能性 

中東を代表する投資プラットフォーム である 第 15 回 AIM コングレス がドバイ で開催され、 国家元首、

閣僚、投資促進 のリーダー、グローバル 投資家、業界代表者 など 15,800 人が参加しました。  

投資・財務局 のカントリーアドバイザー である A・ エムレ・ビュユックルチ 氏は、 FDI センター と 共同

で開催された「より 緊密な構築、 より 良い競争： ニアショアリング と 欧州の新たな 投資地図」 と 題した

パネルディスカッション に登壇しました。この セッション では、 地政学的、経済的、技術的状況 の変化

の中で、 企業がどのように サプライチェーン を再考しているかについて 議論されました。  

セッション を通じて、 トルコ の多様な産業基盤、確立 された サプライヤーネットワーク、 強力な製造能

力、 そして 欧州および 地域市場との 接続性が強調されました。  

 

 

 



 

 

テックサミット にて 米国・ トルコ のディープテック 協力を 議論 

投資・財務局 は、 テクノロジー および 投資エコシステム のリーダー が一堂に会する トルコ・アメリカ・

テックサミット に参加しました。  

サミット の一環として、 投資・財務局 のカントリーアドバイザー である アリシア・ソンソン 氏が、NATO

イノベーションファンド（ NIF ） の CEO である アリ・ヨンソン 氏との「 未来への資金提供」 と 題した 対

談のモデレーター を務めました。  

この 議論では、 ディープテック 投資の独特なダイナミクス、 防衛および デュアルユース・イノベーショ

ンにおける ペイシェント・キャピタル（ 忍耐強い資本） の重要性の高まり、そして 新興技術を加速させ

る上での NATO イノベーションファンド と DIANA の役割について 探求しました。  

同セッション では、 ディープテック および イノベーション における 米国と トルコ の連携を強化する機会

についても 強調されました。  

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 


